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(1) 動機： 高齢者の生活実態に対応した居住環境の構築が重要な政策課題となる中で，高齢化の進展状況を把握することが重要であるが，高齢化の進展状況は地域によって一様ではないことが指摘されている．そこで本研究では，郊外都市における高齢者の居住分布に着目し，用途地域や高齢者が日常生活で重視する移動目的施設への近接性などといった地域特性と高齢者の居住分布とにどのような関係があるのか分析する．
(2) 方法： 対象地域は千葉県柏市，分析の空間単位は町丁目とする．平成17年度国勢調査を用いて，町丁目の人口総数が100人以上の271町丁目を対象に，高齢者率と高齢者の人口密度を被説明変数，地域特性に関わる変数を説明変数とする重回帰分析を行った（浅見ほか，2015）．地域特性を表す説明変数には，用途地域，最寄駅や病院までの道路距離，「居住実態と都市内移動に関するアンケート調査」の結果，柏市在住の65歳以上の高齢者が重要な外出目的と回答した上位3項目（「定期的に通う病院」，「食料品・日用品の買い物」，「銀行・郵便局」）に関わる施設への近接性等を用いている．さらに，高齢者の特徴を明らかにするために，40代前半についても同様の分析を行い，高齢者の分析結果と比較した．図1～図3に，対象地域の高齢者と40代前半の人口分布を示す．
(3) 結果： 重回帰分析より，高齢者率や高齢者人口密度の高い地域が高齢者にとって重要な外出目的施設に必ずしも近接していないことがわかった．また，高齢者率と40代前半率に関係する地域特性には顕著な違いのあることも明らかになった（木實ほか，2012）． 
(4) 使用したデータ：
· 「居住実態と都市内移動に関するアンケート調査」（2011年2月実施）
· 「平成18年度都市計画基礎調査データ」　千葉県
· 「国勢調査地図データ　背景データベース（Ver1.8）」株式会社パスコ
· 「大型小売店ポイントデータ2010年版」東洋経済新聞社
(5) 謝辞： 本研究は，科学技術戦略推進費「明るい低炭素社会の実現に向けた都市変革プログラム」（研究代表者：飛原英治）の助成を受けた．分析にあたっては，柏市役所の平成19年度都市計画基礎調査データを利用した．東大CSIS共同研究No.306の成果の一部である．
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図1： 高齢者率の分布
（対象地域：千葉県柏市）
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図2： 40代前半率の分布


図3： 40代前半に対する高齢者の割合
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